
令和元年１２月における会員の財務状況等
日本商品委託者保護基金

１.会員数の状況

　会員数は２６社。内訳は受託会員１４社、取次会員１２社となっている。

２.委託者数等の状況
　委託者数は延べ７９,９８２人で前月から２７１人増加した一方、建玉委託者数は１２,４６４人で前月から７７７人
減少となった。また、役職員数は３,８６８人で前月から４３人減少した。

３．委託建玉及び預り証拠金の状況
　委託建玉は５３５,３０８枚で前月から１８,６２２枚減少し、預り証拠金も１,２９１億４９百万円となり前月から１４億
３２百万円減少した。なお、委託者に占める建玉委託者は１５．６％となり前月から１.０ポイント減少した。

４．純資産額の状況
　会員の純資産額は総額３,３７６億８９百万円となり、前月から１５億３０百万円の増加となった。

５．損益状況
　今月の当期純損益について、黒字の会社が１４社、赤字の会社が１２社となった。ある会員が「営業費用」の
「その他」において、多額の戻入を行った影響で、営業費用が前月比３４億９０百万円減少し、当期純損益は４０
億７２百万円を計上した。なお、黒字社数は前月の１３社から１社増加した。

６．取引高の状況
　委託取引高は、前月比２３万３,３６５枚（１０.４％）増（前年同月比１５．８％減）の約２４７万枚となった。その要
因は、金標準取引（前月比２５,３０５枚（２.６%）減の約９６万枚）が減少したものの、白金標準取引（前月比１２４,３
２０枚（３１.１％）増の約５２万枚）及び原油（前月比７２,２１３枚（２３．２％）増の約３８万枚）の増加が大きかった
ためである。また、大阪堂島商品取引所の新潟コシが上場以来最大の取引高（５６,１２４枚）を記録した。
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